
 米国のビジネス誌「フォーブス」が発表した「２０１１年世界長者番付」において、
メキシコ人実業家のカルロス・スリム・ヘル氏が２年連続で首位となりました。その資
産額は７４０億ドル（約６兆円）と言われています。また、長者番付の国別ランキング
ではBRICs4ヶ国が全てトップ10にランクインするなど、新興国の台頭が目を引く結果
となりました。ちなみに、日本からは１１３位に「ソフトバンク」の孫 正義氏、１２２
位に「ファーストリテイリング」の柳井 正氏がランクインしています。 
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世界の主要携帯電話会社の加入者数 

（出所）テレコムデータブック２０１０ 

「フォーブス」２０１１年長者番付 

（出所）Forbes 

（人数：1,210人中の該当者） 

 カルロス氏は、メキシコ株式市場で最大の時価総額を持つ携帯電話会社「アメリカ・
モビル」のオーナーです。同氏は１９９０年にメキシコ国営電話会社「テルメックス」
を米国のＳＢＣ（旧社名、現在はＡＴ＆Ｔ）と組んで落札し、中南米各地の携帯電話会
社に出資する「アメリカ・モビル」を設立しました。その後、株価の上昇や事業の拡大
などにより、２００７年に初めて長年「世界一」の地位にあったビル・ゲイツ氏を抜い
て「新興国」出身で史上初の「世界一の億万長者」となったのです。 
 経済成長が著しい中南米の携帯電話事業が、いかに魅力的な投資対象であったかが分
かります。 

 新興国市場では植民地時代の旧宗主国が成功している例が多く、中南米の携帯電話市
場でトップシェアを誇るスペインの「テレフォニカ」はその典型例です。しかしその
「テレフォニカ」とシェアを争っている「アメリカ・モビル」は地元で成長した企業で
あり、「新興国の台頭」という時代の流れの象徴と言えます。  
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